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幼稚園教育における 福祉教育 
@  思 ひやりの心を 育てるためのてだて - 

浦添市立派 岨 幼稚園田園長 鈴 木 紀 子 

1  テーマ設定理由 

現代はものの 豊かさゆえに 心の貧しさが 目立っ社会であ ると言われる。 たとえば，子ども 達の 

間 にいじめや登校拒否，人間関係の 希薄化，社会・ 自然体験の不足等のような 問題が発生してい 

る。 こういう問題の 原因は複雑で 様々な背景が 指摘されている。 

こういう中にあ って豊かな心を 育てることが ，学校教育の 課題として重視されていると 思われ 

る。 幼稚園教育要領も「社会の 変化に自ら対応できる 心豊かな人間の 育成」を目指して 改訂され 

た 。 そして，今や ，学校教育の 中で福祉教育が 強調されるようになってきた。 

本圃 でも，福祉の 心の一つであ る思いやりの 心を育てるということについては ，今まで教育 目 

標 の一つとして 掲げ。 実践をしてきた。 しかし遊びの 面においてはグループの 遊びや活動が ， 

活発で盛り上がりがあ るが，消極的な 子に対して仲間に 入れてくれなかったりする 場面がみられ 

たりする。 また，一方ではセミを 取った後で逃がしてあ げたり・メスのセミをいたわる 様子がみ 

られたりするが ，他方でセミの 羽をちぎり取りセミがバタバタ 動き回る様子をオートバイごっこ 

と 称して遊んでいる 場面が見られたりする。 

そこで，子ども 達に思いやりの 心を育てるためのてだてや 援助はど う あ るべきかについて 研究 

を 深めた い 。 すなわち， 

0  身近な自然に 親しみ，動植物にやさし い 心で接する。 

0  友達と仲良く 遊び ， 助け合う。 

0  命の尊さを知り・ 命 あ るものを大切にする。 

ということについて ，幼い頃 から少しづつ 体験させていって 将来への福祉の 心の育成へとつなげ 

たい。 それは，幼稚園教育を 充実させ・思いやりの 心を育てることによって 福祉の心が育つと 考 

えて 本 テーマを設定した。 

Ⅱ 研究の仮説 

1, 園での生活が 充実することによって 思いやりの心が 育つであ ろう。 

2. 動植物の飼育栽培をしたり ，自然にかかわらせることによって 思いやりの心が 育つであ ろう。 

3. 行事等を通して 家庭や地域との 連携を深めることによって 思いやりの心が 有つであ ろう。 

4. 用、 いやりの心を 育てることによって 福祉の心の芽生えを 培うことになるであ ろう。 
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Ⅲ 研究内容 

]. テーマをとらえた 背景 

21 世紀の幼児 像 

社会の変化に 自ら対応できる 心豊かな人間 

幼稚園教育の 基本 研究テーマ 沢岨 幼稚園の教育目標 

・幼児期にふさわしい 生 幼稚園教育における 福祉 明るく生き生きした 子供 

活の展開 教育 ( 思 、 いやりの心を 育 ・元気な子     
・遊びを通しての 総合的 てるためのてだて ) ，思 ひやりのあ る 子 

fR 導 ・考える 子 

，一人一人の 特性に応じ ・ねばり強い 子 

た 指導 

教育内容の改善事項 

・ 人 とのかかわりの 育成 福祉の心の育成 

・自然とのふれ 合 いや， ・ ぽ 、 いやりの 心 幼児の実態 

身近かな環境とのかか ・いたわりの 心 ・ す なおで明るいが 幼さ 

わり 合 い る 深める ， 助け合いの， Ll もみられる   
・基本的生活習慣の 育成 ・生命を大切にする り ・個性的な子が 多 い 

・自立心 ・室内よりも 戸外遊びを 

・奉仕の心 好んでする子が 多 い 

・家庭では室内遊びが 多 

社会的環境 い 

・少子化家族   ・自分の持ち 物をあ まり 

・核家族 研究の仮説 大切にする方ではない 

・遊び仲間や 遊び場がな ・園生活の充実 ・話を聞くこと・ 自分か 

い ，動植物の飼育栽培 ら 皆の前で話をするこ 

・情報化社会 ・自然とのかかわり とが苦手な子が 多 い 

・人間関係の 希薄化 ，家庭・地域とのかかわ ，一人遊びの 子もいる 

・社会・ 自然体験の不足 り 

・高齢化社会 

( 那覇市立教育研究所紀要 228 号を参照 ) 
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3. 豊かな心を育てることの 意義 

大きく変化しつつあ る社会の中で 物が豊かになってきた 反面。 子ども達の中に 無感動，意欲 

のなさ，思いやる 心が薄れる等心の 豊かさが見失われてきたことなどが 指摘されている。 この 

ことは人と人との 関係が希薄になってきたこと ，時間のゆとりが 少なくなったこと ，物が優先 

する生活になってきたこと 等，社会的にも 様々な背景が 大きな要因として 指摘されている。 

このような現状の 中で私達は 21 世紀を担う子ども 達が心豊かにたくましく 生きて欲しいと 切 

要 するものであ る。 したがって， 今 ， 「豊かな 心 」を育てることが 学校教育の課題として 重視 

されていると 思われる。 教育改革が進められている 中で，教育課程審議会は 教育課程の基準の 改 

善の答申の中で 幼稚園から高等学校までの 教育を一貫して 心の教育の重視をしていることが 伺 

えることからもわかる。 すなわち， 4 つの改善策の 中の 一 っとして「豊かな 心をもち，たくま 

しく生きる人間の 育成を図ること」として 次のような配慮点が 上げられている。 

「 

    
    真理を求める 心や自然を愛し ， 美しいものや 崇高なものに 感動する心を 育てること。 
2. 生命を尊重する 心や他人を思 い やる心を育てる。 
3. 感謝の心や公共のために 尽くす心を育てる。 
4. すこやかな精神と 身体を育てる。 
5. 基本的な生活習慣を 身につけ，自らの 意思で社会規範を 守る態度を育てること。 
6. 自律・自制の 心や強靭な意志と 実践 力 を育てる。 
7. 自ら生きる目標を 求め，その実現に 努める態度を 育てる。 

「豊か な心を育 て 」るためには 

1. 真剣に自分自身を 見つめる心を 育てる。 
2. 優しく他人を 思いやる心を 育てる。 
3. 素直に美しいものや 崇高なものに 感動する心を 育てる。 
4. 家庭を大切にし ，公共のために 尽くすことによって 郷土や国を愛する 心を育てる。 

効果的に進める 方法として 
  

1. 遠心法から求心法 へ                   まず自分自身とのかかわりから 

  2. 直接体験を重視する。 
3. 個 としての主体性を 育てる                   他律から自律への 指導が主体性を 育てる。 
4. 真剣に自分の 心を見つめさせる。 

4 幼稚園教育内容 の 改善事項 

改 善 事 項 育 つ 事 項 

つ
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①
 

力を 豊かな感性やその 表現，周囲の 人々に対する 興味や関心， 
コミュニケーションの 能力の芽生え ， 及び主体性と 協調 

性の調和のとれた 生活感情の基礎を 養う。 
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然
 
境
と
 

環
 

②
 

 
 

③ 基本的な生活 
育成すること 

  習慣 や 態度を 

自然や身近かな 環境への親しみ ，探求心，思考力の 芽生 
えなどを培 う ようにすると 同時に， これらの体験を 得て ， 

豊かな感受性・ 表現する意欲及び 創造性の基礎を 培う。 

社会生活や様々な 事象 
り組む意欲，道徳性の 
養 う 。 

に 対する積極 

芽生え等を培 
  的な関心・物事に 取 

  い ， 自立への基礎を 

      

  

 
 

 
 

 
 

 
 



5  幼稚園教育を 中核とした豊かな 心の育ち 

幼児の心の育ちは 自然や人的環境との 響き合 い のなかで培われ・その 主体的な活動を 通して 

育っていく。 

教師とのかかわり 

自然とのかかわり 幼児の心を読んで 

丁 。 （ Ⅴ 「 @ 適切に対応する 教師 ） 

美しさ・不思議さ・ 偉大さ 。 相手の意見を 聞くことを身に 

巾 ・ 

つける     
家庭でのかかわり 

家庭で培われる 愛情 

  

そウ 豊かな心を育てる 基礎となる 
( 心豊かな 子 ) 

家族の生活態度の 豊かさ 

友達とのかかわり 
@@ Ⅴ 

感 ，性を育てる 基になる 

Ⅰ 

・達成感 地域とのかかわり     身近かにあ る公共施設 
・葛 藤 

公民館・児童館・ 図書館等 

老人ホーム 

( 体験を通して ) 

こんな fc きれいにさいたよ 
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「豊かな心を 育てる」教育は 幼稚園教育の 基本に従って 総合的に行われることが 望ましい 

6  福祉教育について 

(1@ 福祉教育の意義 

福祉教育とは「人間としての ，よりよいあ りかた」すなわち ，自分だけでなく ， 他 ととも 

に，よりよく 生きることであ り，その実現を 目指す活動であ り，また・福祉と 教育を結びつ 

ける教育であ るといわれている。 それは，直接的には ，社会福祉に 貢献できる人間の 育成を 

目指すものであ り，いわゆる ，弱者とか障害者とか 老人と言われる 人たちに対する「思いや 

りの 心 」 「いたわりの 心 」 「助け合いの 心 」を培う教育であ る。 福祉教育は命に 深く関わる 

内容の学習を 展開するなかで 次の 2 点が大切であ る。 

 
 

ぷ
 

学
 

て
 

し
 

通
 

ぶ
 
る
 

学
り
 

て
わ
 

し
か
 

通
か
 

を
の
 

践
と
 

突
入
 

福祉教育も学校教育と 同様に平和憲法，教育基本法の 精神の具現化を 目指す教育であ り， 

あ らゆる機会にあ らゆる場所において 行われるものであ るといわれている。 すなわち・福祉 
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l 福祉の心の育成 l 
    

  

豊 か な 心 

思 馬 、 っていることをすなおに 言えるよう fC する 

い 

や 
誰とでも遊ぶようにする 

り 

自己充実 
自分のことは 自分でできるようにする 

の 

l しト よ い ・悪いがわかり・ 言えるようにする 

活
 

 
 

園
 

 
 

し
 

突
沸
 

充
 

人 とのかかわり 自然とのかかわり 家庭・地域との 

教師 動植物の飼育栽培 かかわり 

友達とのかかわり 

  

( ともに生活する ) 園内外の環境 

(4) 基本的な生活 習 ほの育成と自立 

基本的な生活習慣や 態度を身につけることは ，幼児の自立を 図ることであ り，それは， 生 

きる力にったがると 言われている。 すなわち， 「自分のことは 自分でできる」ということは ， 

幼稚園教育の 基本的なことであ り，それは。 生活の中で人とのかかわりを 通して培われるも 

のであ る。 特に教師は ， 子ども一人一人に 目を向け。 子供の存在感，必要感という 心の問題 

とかかわらせて 考えるべきではないだろうか。 

5 歳月 は ，自己中心的であ るので，まず「自分」や「自分のもの」を 大事にするというこ   

もしてあ げられるのではないかと 考える。 
体技 学 昔によって 且 かになる 

すなわち，幼児は「自立心とともに ， 自 生き物   命 あ るものを人切にする 

。 """ 。 他人。 大 "" 。 。 

己 発揮と自己抑制の 調和のとれた 自律性 福祉の心の育成 

が 育てられて……」と 指導書にも書かれ   
ている通りであ る。 だから，自立してい 

行 m を通して身につく 

る 子は，他人のためにもやってあ げられ 内なるものじにあ るものの表出     毒現 

るのだと ぽ 、 われる。 自分も， 自分のもの 
自立心を育てる 基本 

も 大事にすることができて ，人のものも 人とのかかわりに ょ 。 て 培われる 襯 ・ 8m 
旺 かい見守り 

のことについて 右記のように 考えてみ 力 も ( モデリンバ ) 
人も大事にできるのではないだろう ヵ もこ励ましの <- ト分 な心材の把 青華かけ 逼 )    ～安心 接 ・安定 忠 
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@5) 福祉の心を育てるための 具体的活動内容一覧表 

基
本
的
な
生
活
習
慣
 

（
園
の
教
育
活
動
 

日
常
的
な
 

活 動 名 月 

食事・清潔・ 排泄・睡眠・あ いさつ 4 月   3 月 
  

も の を 大 切 に す る 4 月   '3@ 

闘は く 4 月   3 月 

活 す 4 月   3 月 

の
 申
で
総
合
的
 

活
動
 

基 ・自分の持ち 物を決められた 場所におく 4 月   

本 3 月 

  

f 丁   

  3 月 
上 
げ 当 番 活 動 4 月   3 月 

る 

も 清 掃 活 動 4 月   3 月 

の 

） 草 花 の 栽 培 4 月   3 月 

  八 一 体 栽 培                     7 キク 月～ 
1 月～ 
キンセンカ   

野 菜 の 
いちご   

栽 培二十日大根，トマト じゃが 芋 ，人参 他 

不 動 物 の 観 察 及 び 飼 育 4 月   3 月 

統 ム口 保 育 4 月   3 月 

生 会 4 月     3 月   
  

入 ホ 一 ム の 慰 問 11 月     

や つ 作 り だんご作り，クッキ カレー ，ムーチⅠ 

  

5 月 10 月 m2 月 3 月   
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(6) 具体的な活動内容 ( 日常的な活動 ) 

活 動 名 動 活 内 容 

甘食事・清潔，排泄・ 睡眠， あ 小さっ・着脱 

育 っ 内 容 

 
 活

 

活
 

生
 

生
 

帝 ものを大切 @c する 

百聞く 
昔話す 

自分のことは 自分でできる 
昔日分の持ち 物を決められた 場所に置く 
古衣服の着脱や 身体を清潔にする 
古生活の場を 整える。 
古昔と一緒に 食事をする 

  
の
 

子
 

親
 

て
 

し
 

通
 

を
 

し
 
っ
 

出
も
 

せ
し
 を
 

か
貸
 ム
五
 

間
木
 機
 

み
 絵
の
 

読
 の
い
 

の
へ
あ
 

日
庭
れ
 

毎
家
ふ
 

古
音
 

音 豊かな心を培 う 

百社会生活の 中でのものの 

見方・考え方が 育まれる 

清掃活動 

古園庭及び室内覚の 清掃をする 
Ⅰ 毎日の生活の 中でちらかっていたら 

ほうきをもってきて 清掃をする。 
e 園庭のちりを 拾ったり・掃き 清めた 

りする 

気持ちのよい 生活の仕方に 
気づく 

当番活動 

植物の栽培 
女草花を植え 

る 

古野菜を植え 
る 

る
 

を
す
 

備
る
 

準
す
 

め
る
 

会
い
 

当
伝
 

井
手
 

や
 な
 

つ
 め
 

や
生
 

お
先
 

音
舌
   
古園庭にあ る草花の水かけをする 
昔 教師が世話をする 様子を見る 
昔 一人一 鉢 栽培をする 

( あ さがな・ キク ， きんせんか，かい 

われ大根・その 他 ) 
昔 々モ や野菜を植え・ 世話をし。 収穫を 

して食する 

し
く
 

の
っ
 

謝
に
 

感
身
 

 
 

ム
ル
 

い
り
 

の
わ
 

り
か
 

や
か
 

い
の
 

も
と
 

お
人
 

み
 ・
 

し
る
 

つ
 

親
す
育
 

 
 

然
 
に
 
接
 
で
 

カ
 

ち
 

白
 む
 

持
 

な
 
い
 

気
 

の
 

近
さ
か
し
 

謝
 

身
 

や
感
 

廿
 

女
 

察
 

観
 

の
 

初
荷
 

動
飼
 

小
や
 

統合保育 

音 うさぎの飼育 

Ⅰ 田 庭や野原で摘んできた 草をあ げる 
Ⅰ うさぎ小屋の 清掃をする 
Ⅰ うさぎの死の 体験 

昔 かばまだらの 幼虫からチョウになるま 

での観察 
昔 せ ろや バッタ取り 
炎ヵメや ざりがにの世話をする 

Ⅰ 水のとりかえ 

Ⅰ えさをあ げる 

( その年度によって 該当 児 がいる場合と 
いない場合があ る ) 

女心身に障害をもった 子も門迂の子 と 

一緒に同じように 体育をする 
Ⅰ肢体不自由児 
Ⅰ情緒障害児 
Ⅰ精神薄弱児等 

古生命のあ るものを な Al り ・ 

生命の尊さを 知る 

古生命あ るものの尊さを 知 
る 

昔 やさしさや思ひやり・ ぃ 

たわり等の心が 育っ 

女忠 、 いやりの 屯、 

女 いたわりあ う 屯、 

帝 助ける ぅ心 
昔 社会性の芽生え 

女 自立牲の芽生え 

女官分と違 う 他の人の存在 
を知る 

女人とのかかわりが 育っ 
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(7) 具体的な活動内容 ( 行動的な活動 ) 

活 動 名 活 動 内 容 育 っ 内 容 

人 とのかかわりが 育っ   

おばあ ちゃん はあ ちゃんを園に 招待して，一緒に 歌っ しさが育っ 
と一緒に たり踊ったりして 楽しく 過 こす 女人とのかかわりが 育成さ 

れる 

自分達で，あ るいはお母さん 達 と一緒に 女手づくりのおいしさや 感 

おやっ作り 謝の気持ちを 知る 
女友達と一緒に 作る楽しさ 

やよろこびを 知る 

日頃 身近かにいて 自分達のために 働いて 女手づくりのプレゼントを 

いる人に感謝をする 会をもっ   通して・あ りがと う の 嵐 
勤労感謝の会 持ちを育てる 

が 育っ 
  

  気づく 
い にする くり等を行う 女親への感謝の 気持ちが育っ 
(PTA 作業Ⅰ 女 地域の人々とのかかわり 

が 育っ 

給食試食会 小学校一年生，のお と一緒に給食をいただく 兄ちゃん ， お姉ちゃん 廿お 兄ちゃん ，お 姉ちゃんの 
  良さを知り ， 楽しく 過 こす   

女親子でムーチーを 作る。 おじいちゃん 地域の人々とのかかわりや 

  

の話を聞く 
古伝承あ そび等をする 

  

女 保護者の中から 子ども達に福祉に 関す 炎 やさしさや思ひやりの ， L 、   

ることも直接体験させたいという 意見 い たわりの心が 育っ 

    のもとに実施 女 自分と違 う 他の人の存在 

名人ホームの 
古老人ホームの 大食堂でおじいちゃん や を 知る 

慰問 
おばあ ちゃん達と園児 建 との交流を行 女人とのかかわりが 育成さ 

れる 
( あ りあ けの 里 )  昔 ぃ， 園児も保護者も お年寄りとふれあ 一人一個 ぅ づっ 機会をもっ のプレゼン 

トや 踊り等を用意し ，期待をもって 待つ 
古園児の方から 積極的にふれあ い がもて 

るように事前指導を 十分に行う 
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(81 園生活の充実を 通して思いやりの 心を育てる 

幼稚園は，幼児が 適切な環境の 下で他の幼児や 教師との生活を 通して楽しく 充実した生活を 

営む中で。 様々な体験を 通して人間として 生きるための 基礎となる力を 身にっ け ，自己を形成 

して い く場であ るといわ ォ L る 。 

充実した園生活を 送るためには 

・幼児期にふさわしい 生活の展開 

・遊びを通しての 総合的な指導 

・一人一人の 発達の特性に 応じた指導 

さ することが基本としてあ げられている。 すなわち，幼児は 教師との信頼関係によって 支えら 

れ、 安定した園生活を 送ることができると 言えよう。 

教師はまず・ 幼児の心を読み ，その思いを 受容することが 大切で，幼児の 生活がより充実す 

るように承認し。 見守り・支持し。 援助して い く。 このような対応の 中で ， 初めて幼児は 他の 

人の ぽ、 いを理解する 心を育てていくのであ る。 それが「思いやりの 心 」にもつたがるのであ る。 

そのように安定した 中で幼児は，自分を 思いきり出して 遊ぶことを満足すると ，友達を求め 

るようになってくる。 その中で自分が 受け入れられると ，安定して遊ぶことができるようにな 

る 。 自分が友達にしたことに 対し，友達がどういう 気持ち fc なったか，また 自分が友達にされ 

た 時 。 どういう気持ちになるかという 経験をすることによって 友達の気持ちを 汲もうとする 心 

が 芽生えてくる。 また，友達と 共感することで 自分の 力 や存在を確認し ， 生き生きと遊び 込め 

るのではないだろうか。 

(9) 自然とのかかわりや 動植物の飼育栽培を 通して育っもの 

① 自然とのかかわりによって 育つもの 

人間は自然とのかかわりの 中で生きている。 つまり。 私達は，自然から 大きな恩恵を 受け 

つ っ多くのことを 学んで い ると言えよう。 

自然の中で生活している 幼児は，解放感の 中でのびのびと 活動している。 「幼虫見つけた 

よ 」 「この 7E のみつおいしいよ」と ， いろいろな発見をしている。 幼稚園生活の 中で幼児が 

動植物と十分に 触れ合ったり ，かかわったりして 直接体験のできる 環境であ ることが望まし 

いと言える。 そういう意味では 当国 は ，園及びその 周辺が，自然環境に 恵まれているので 木 

登りや探検ごっこ ，土手を登ったり。 滑ったりと子ども 達のダイナミックな 遊びが展開され 

ている。 また，不動物や 草花との出会いも 多く経験できる 所であ る。 

恵まれた自然環境とともに・ 意図的に動植物の 飼育栽培をして 自然とのかかわりを 多く体 

験できるようにしている。 
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見
異
 

発
駕
 

0
6
 

の
す
 

も
対
 

 
 

 
 し

残
 

新
円
 

園内外の自然 自然とのかかわり 自然に触れながら 
身体を十分動かし 
て遊ぶ 

動物や植物との 出会い 
( 生 やか動物 ) ( 草花 ) 

飼育動物の世話 見つける ( 直接体験 ) 花壇やはたけの 草花， 
さ する 触れる 木々や雑草等を 利用 

して遊ぶ 

関心をもつ 
親しみを感じる   

成長，変化，特徴等の 生命の不思議さ 事実 ⅠⅠⅠⅠ に気づく 

  
豊かな 心 

思いやりの 心 

② 不 動物の飼育 

カメ，ザリガニの 飼育……各クラスで 季節によって 子ども達のとってきたオタマジャク シ 

や カエル・カバマダラの 幼虫，バッタ 等を飼育。 飼育小屋を作ることによって・ウサギ ， チ 

ャボ ，にわとり等を 飼育する予定であ る。 

当国及びその 周辺は自然環境に 恵まれているので・ 季節によって セミや バッタ、 くも等の 

不動物と触れ 合う機会に恵まれている。 

③ 植物の栽培 

・季節の花を 育てる。 

・一人一 鉢 に花を育て，世話をして 成長の様子を 知る。 

( アサガ オ ， キク， キンセンカ等 ) 

・グループでの 栽培 

・ い もや野菜の植え 付け 

二十日大根，いちご ， さつまいも， じゃがいも，人参， トマト等も栽培して 食べるとい 

う子どもにとって 身近かで大好きな 活動とかかわらせている。 ( カレ一作り等 ) 
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は 0) 実践事例① 

セミとりにおける 子ども達の思いやり ，やさしさの 場面 

子 ど も の言動 育 ち の 内 容 

( セミを短い木の 枝に止まらせたまま 

持ち歩いている ) 

教師 : どうして木の 枝にとさらせるの。 

Y 夫 : ホの 汁を吸 う からだよ     。 セミは木の汁を 吸うので木の 枝に止まらせている 

という子どものやさしい 気持ちが表れている。 

T 夫 : オスがすき。 

Y 夫 : なんで。 

T 夫 : 鳴くから。 これメスだよ。 

メスだから逃がそ う 。 

教師 : どうしてメスだと 逃がすの ? 

T 夫 : メスは卵を産むから。 。 メスは卵を産むので 大事にしょうというやさしさ 

Y 夫 : 交尾するかも 知れないから。 が 感じられる。 

ひ ば つ 」と言いながらメスのセミを 

上に向けて放している。 ) 

T 夫 : このセミとばないよ。 

Y 夫 : じゃ， 木 fc とさらしてくるよ。 。 ホは セミにとってよりどころであ ると 感 じ そ こ 

教師 : どうして ? に 戻してあ げたいという 思 、 いやりの気持ちが 表れ 

Y 夫 : セミは高いところにいくんだよ。 ている。 

木 だったら登るよ。 

S 夫 : セミ取ったよ 0 かごに入れてお 

こう。 

N 夫 : 一週間で死ぬのに ，にがしてお 。 セミの命は一週間位の 短いものであ るということ 

い で。 を 知っているので ，いたわりの 気持ちが表れてい 

S 夫 : いやだ・ぼく 取ったのに。 る 。 

N 夫 : 一週間だのに。 

S 夫 : オスは一週間でも 死なないよ。 だ 

からかごに入れてもいいんだよ。 ; 

N 男 : これ空気できるようになって い 。 セミを入れるものは 穴があ いていないと 息ができ 

る ? ないと死んでしまうことがわかるので・ 穴をあ け 

S 男 : う うん。 てあ げるという思いやりの 気持ちが表れている。 

N 男 : じゃ，ちょっと あ ければいいさ。 

考察 :  セミの習性を 知っている子と 知らない子のセミに 対する用、 いやりの気持ちが 違って来る。 
そこで，教師や 友達とのかかわりの 中でセミの 習 牲を知り ，思 ひやりの心も 育って来ると 思 

われる。 
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け 21 行事を通して 家庭地域との 連携を深める 

  
日常の生活 @c 変化や潤い な 与 - える。 

行事のねら ぃ 一一 
社会生活上必要なことに 気づく。 

幼児の生活を 豊かで張りのあ るものにする。 

様々な体験を 通して発達を 促す。 

  
地域の人々とかかわる。 

。 多くの人々に 支えられて生活が 富 まれていることを 知る。 

育っもの   。 身近かな人々に 親近感を抱く。 

。 自分と違う他の 人の存在を知る。 

( 連続 性 ) 

家庭，地域での 様々な体験を 幼稚園生活に 取り入れる。 
  

( 当 園の行事的な 活動   

o PTA 活動等を通しての 保護者の参加 

( 指人形作りとその 実演，おやつ 作り， PTA 作業・各クラスでの 参観日の読み 聞かせ ) 

。 おじいちゃん ，おばあ ちゃんと一緒に 過ごす。 

。 老人ホームの 慰問 

。 勤労感謝の会 
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れ 3@  実践事例② 

特別養護老人ホーム 

「あ りあ けの 里 」への慰問実施計画 

1. 意 義 

核家族化が進みっつあ る今日，お年寄りが 

争いにもかかわらず ，子どもたちはお 年寄り 

とのふれあ いの機会が少ない。 そこで，老人 

ホームへの慰問をし・ 踊りや 手 あ そびを通し 

てお年寄りとかかわることによって 思いやり 

・やさしさ・いたわりの 心を育てたい。 

長
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はじめのことは               PTA 会長 

あ いさつ                               園 長 

園児の踊り                         ひかりのシャ ヮ一 

( ボンボンを各自に 持たせておく ) 

@4@ プレゼント贈呈……園児，保護者 

㈲ 手遊び                                     " つこ 六 

「おじいちゃんのおとし」 

( 肩 たたき ) 

わらべ う たで手遊び 

「 ぃ 一 の のみ一た一くのみ 一 」 

「 赤 m 百里 殿内 」 

(6) 保護者の踊り                   「アブジャーマ」 

保護者代表 

(7@  カ チャーシー                   保護者を中心に 

(8)  あ いさつ                               あ りあ けの 里 所長 

(9) おわりのことば               PTA 会長 

3.  指導案 11 同 14 日 木曜日 9  : 15 ～ 11  : 30 

ねら ぃ 老人ホームのなじかさん．おばあ さんとふれあ い をもっ。 

時 間   幼 児 の 活 動 留 意   

9 : 15  0 玄関前に集まる。 

。 バスに乗る。 。 押したりせず 順番を守って 静かに乗るよう 

に声 かけをする。 

9 :30 。 。 幼稚園を出発する。 

9 :45    。 あ りあ けの 里着 

10 : 00  。 おじ い さん， おばあ さんと 楽 

しく過ごす。 

。 ひかりのシャワ ーな 踊る。 り 教師もゆとりをもって 子ども達に接し ， 自 

    分 達の踊りを楽しんでもらえるよう 一生懸 

命 頑張って踊るよ う 励ます。 

。 プレゼントをあ げる。 。 おじいさん，おばあ さんに自分の 作った プ 

レゼントをあ げる 時 「どうぞ」等と 声をか 

けながら首にかけてあ げるようにする。 

。 ゲームをする。 。 スキンシップがスムーズに 出来るようお 母 

歌 にあ れせながら 肩 たたきを さん 達 と一緒に 肩 たたきや手遊びをするよ 

したり，手遊びをして 交流を ぅ声 かけをする。 

もつ。 
。 お母さん達の 踊りを見たり ， 。 お母さん達の 演技も静かに 見るよう 声 かけ 

カ チャーシーを 踊ったりする。 さ する。 

nl : n0  。 あ りあ けの星出発 

Ⅱ : 15  。 幼稚園 着 
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特別養護老人ホーム「あ りあ けの 里 」の慰問を終えて 

◆ 子ども達の言動から 
    

。 おばあ ちゃんのおてて 冷たかった。 

。 「 い一 ゆ めみ一 」したら笑っていたよ。 

  くすぐづたいって 言ったよ。 

  肩 たたきいい気持ちって。 

。 肩 たたきあ りがと う って。 

  ともえがおててつな い だら，おばあ ちゃんもつないだからうれしかった。 

。 おばあ ちゃんやらなかったけど、 がっちゃんつかまえたよ。 

。 みんなかわいそうな 人ばっかりいた。 手や足の ぁ @N い 人も い た。 

。 首 ばっかり振っている 人もいた。 

。 泣いたり，泣きそうなおばあ ちゃんもいた。 

。 手をつないだら ，泣いている 人もいた。 喜んでいる人も い た。 

  「 い 一 のぬみ一 」で・ くち め くち ゅ した時「あ っしゃ びよ一かゆ いさ 一 」と言って笑っていた 

。 先生，楽しかったね。 またプレゼント 作って家族で 行きたい。 手をつないだ 時 ・かわいそう 

な感じだった。 

。 握手の時・あ りがとうって 言ったよ。 

。 カ チャーシーおもしろかったよ。 

。 きょ ぅ は楽しかったです。 あ りがと う ございました。 

◆ 保護者の感想 

  昨 口から親子で「あ りあ けの 里 」老人ホームの 訪問を楽しみにしていました。 日頃 おじいち 

ゃん，おばあ ちゃんに接する 事が少ないので ，いい機会だと 思いました。 肩 たたき．お遊戯等 

をしておじいちゃん ，おばあ ちゃんが喜んで 下さっているのを 見て，ほほえましく 思いまし尤も 

子ども達がいっまでもやさしい ，いたわりの 気持ちを忘れないように                         とても楽しい 

一日でした。 

  今日は ，お っかれ様でした。 たいへん貴重な 体験をした事でしょう。 家に帰ってから ， T 男 

が言った言葉。 「 T 男のおばあ ちゃん，ちゃんと 自分で歩けるけんど ね ………」 」 

2 年つづけて参加してみて ，今年の方が 味のあ る交流会だったと 思います。 

  昨日の慰問は ， 子どもにとっても 良い経験になったと   思います。 最初は，とまどつていましたが ， 

おじいちゃんの 手をとって踊っている 姿を見て，やはりこういう 機会をもうけるのも 大切なんだな 

あ と感じました。 ちなみに私も「あ りあ けの 里 」は初めてだったのでいろいろ 勉強になりました。 

  昨日，参加した「あ りあ けの 里 」とても良かったです。 おばあ ちゃんはいますけど・やはり 

全然違 う ような気持ちで 接することができて 自分自身も， とても勉強になりました。 私の隣に 

いたおばあ ちゃんも「お 母さんの踊りもよかったけど ，小さい子の 踊りは， とても， とても楽 

しくてよかったよ。 あ りがとう。 あ りがとう。 」と，何度も 何度もお礼を 言われて・ こちらの 

方がかえって 恐縮してしまったほどです。 
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◆ 「あ りあ けの 里 」職員の感想 

    ‥・ ( 前略 ) - … お ゆうぎや 肩 たたき，また ，おじいちゃんおばあ ちゃん，園児が 手をつなぎ   

一体となって 踊ったり，ゲームなどで 楽しく過ごしました。 利用者の中には 感激し涙を流す 方も 

おり，幼少の 頃 やしばらく会ってない 家族や孫達を 思い出したのかもしれません。 おおきくごつ 

ごつした永 い 年輪が刻まれた 手と小さくやわらかい 手と揖 手 した感触は，本当に 心のふれあ いに 

なったことでしょう。 ・…‥ ( 中略 ) ……最近は核家族化が 進み・普段お 年寄りと接する 機会が少 

ない点・子ども 達におじいちゃんおばあ ちゃん達とふれあ い，思いやる 心 ，いたわる心が 必要で 

あ り，また人生の 過程を少しでも 子ども心で実際に 庸で感じ ， 目で見ることにより 幼児からの 福 

祉 教育につながるのではないかと 届 、 います。 父母の皆様には 福祉施設を理解してもらうよいチャ 

ンスだと思い ， 喜んで受け入れることにしました。 ホームでは子ども 達の出入りが 少ないので， 

その日はかわいい 園児達の黄色い 声がホーム中にひびき ，にぎやかな 一日でした。 また，慰問と 

同時に親子で 作った小箱 や クリスマオソリ 一の飾り等，心のこもった 手作りのプレゼントもあ り 

ました。                   ( 後略 ) 

◆ 考 察 

今 参加者 園児 100 人 保護者 ( 父母 ) 42 人 職員地引率者 8 人 

0  会場に幼稚園児が 先に着いてお 年寄りが入場して 来るのを待つのはよかった。 

  徐々にお年寄りが 入って来るので 抵抗感がなく ，子ども達はスムーズに 受け入れることが 

できた。 

  補助を必要としているお 年寄りの車いすを 押したりして ，お母さん達がかかわっている 姿 

をみて，子ども 達のふれあ い がスムーズにできた。 

。 お母さん達はボランティアとして 参加することが 望ましいのではないか。 

金 事前指導で老人ホームのことについて 話し合っていたので・ 子ども達が積極的にお 年寄りと 

かかわりをもつことができてよかった。 

令 子ども達のことばから ，お年寄りの 気持ちをよく 受け止めていたように 感じられる。 

令 子ども達が双で 踊るとお年寄りもつられて 踊っている。 お年寄りも子ども 達とのかかわりで ， 

自然にうちとけているように 思われた。 

  令 子ども達の体験は ， 心の奥にため 込まれていて 成長とともに 経験が佳 - きてくる。 したがって 

老人ホームの 慰問は子ども 達にとってよい 経験であ ると思われる。 

おじいちゃん ， おばあ ちゃんの 

肩 たたき 
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W. 研究の成果と 今後の課題 

], 研究の成果 

  福祉教育の意義や 内容について 概略を体系的に 把握することができた。 同時に幼児教育の 

重要性について 改めて見直すことができた。 

  吟行われている 教育改革が ( 保育園 ) 幼稚園から高校まで ，さらには生涯の 見通しの上に 

立ってなされていることを 実感した。 このことは，とりもなおさず 福祉教育と一致する 部分 

でもあ り， 2¥ 世紀の社会に 生きて行く「心豊かな 人間の育成」を 目標にすべての 教育が向か 

っているんだなあ と実感した。 

  福祉教育について 考えるとき，まず 幼稚園教育の 理念をしっかり 持ち，基本的なことを 踏 

まえて日々の 保育に携わることが 大切であ ることがわかった。 幼児が充実した 園生活を送る 

ことによって 豊かな心が育成され ，福祉の心の 芽生えが培われ ，幼稚園教育の 重要性を再認 

識した。 幼稚園教育の 果たす役割は 大きい。 

  福祉教育は ， 日々の保育実践の 中で生活の一つとして 行われることが 大切であ る。 また， 

行事として意図的に 子ども達に体験させることも 思いやりの心を 育てる上で効果があ ると 感 

じた。 行事等は ， 子ども達の経験を 広げ，より具体的な 体験を通して 学ぶことが多い。 

  幼稚園教育の 基本的なこととして 幼児の日立が 大切であ ること，それが 基本的な生活習慣 

態度の育成とのかかわりが 大きいこと。 さらに，それは 親や教師とのかかわりで 安定感とい 

う「 心 」の根っこの 部分で．大切な 位置を占めていることがわかった。 

  幼稚園教師は。 園 独自でのみ行われるものではない。 保護者の協力，参加によって 相乗効 

果を増し・布教育委員会，関係保育園，小学校，地域社会との 連携によって 十分な効果をあ 

げられることがわかった。 

  仝まで幼稚園教育は・ 心の教育であ る等と漠然ととらえている 部分があ ったが，その 意味 

を 理解することができた。 

  幼児は元来，生き 物に対する思いやりの 心をもっているものであ ると思う。 その気持ちは 

友達や教師とのかかわⅢ C よって育てられ・ていくものではないかと 感じた。 特にモデルとし 

ての教師の態度や 姿勢，意識によってよって 助長されるものではないかと 考える。 

  老人ホームの 慰問等，新しい 試みについては 当初，消極的な 面もあ ったが実践を 通して 改 

めて子ども達への 影響力の大きいことがわかり ，意義のあ る活動であ った。 体験を通して 学 

ぶことの意義を 教師間で確認した。 

  家庭や地域幼稚園での 生活が充実することによって 思いやりの心が 育ち，福祉教育の 芽生 

えを培 う ことがわかった。 

2. 今後の課題 

    これまでの実践を 踏まえ，年間計画の 見直しと福祉教育を 園の教育課程の 中に位置づける 

等について， さらに実践研究を 深めていきたい。 

  園の恵まれた 自然環境を生かしながら 飼育小屋の活用，畑の 整備をし・共に 生活のできる 

/J 、 動物の飼育・ 遊びに使えるような 草花の栽培等ができるよ う 園庭の充実を 図り。 自然環境 

を 整えたい。 
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  地域の中で育っていけるように 家庭や地域とのかかわりを 持ちながら人的，物的環境を 整 

えたい。 

  幼児が楽しい 園生活。 充実した園生活が 送られるよ う に教師間の連携を 密にしながら ， こ 

れからも 2n 世紀を見据えた 教育を考えっ つ 福祉教育の視点から 心豊かな子を 育てるために 園 

運営のあ り方についても 考えたい。 

遥 おわりに 

「福祉教育」ということにかかわってきましたが・やっと 幼稚園教育の 中の福祉教育の 概略 

がわかってきたように 思います。 機会があ ればもう少し 深めて考えてみたいとも ぽ 、 います。 幼 

稚園 教育しかみえなかった 私に研究の機会が 与えられ，教育に 対する視野が 広がったことは ， 

大きな収穫でした。 

副 園長として研究に 携わり修了できますことは ，お力添え下さった 皆様方のお陰です。 教育 

長保久村 昌伸 先生をはじめ 研究所長福山朝秀先生，担当指導主事の 宮城久子先生，他の 指導主 

事の先生方。 布教育委員会の 皆様，研究所の 皆様，井上裳園長はじめ 幼稚園の職員の 皆様に心 

から感謝申し 上げます。 
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